
あなたの顔がQRコードに、そして鍵になる
顔認証電子錠システム「Kaonin」 のご紹介
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顔認証電子錠システム「Kaonin」とは?

顔情報サーバーの構築や運用が不要

2要素認証で高いセキュリティ

ユーザー識別による入退室管理が可能

各種予約・管理システムとのAPI連携も可能
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Kaoninは、QRコードを使用した

顔情報を残さない新しい「顔認証電子錠システム」です
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管理者の皆様、会社や施設でのこんなお悩みはありませんか?
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誰がどの鍵を持っているのか管理が大変だし
鍵を持っている人が都度鍵の開け閉めをするのが手間だ…
誰かが鍵を紛失した場合はシリンダーごと交換しなくちゃならないから
その度にコストもかかるんだよなぁ…

入会はオンラインでできるようにしたのに
会員証発行・受取りのために施設まで来てもらうのは本末転倒だなぁ…
オンラインで全て完結すれば競合との差別化に繋がるのに…

この前見た業界紙に載っていた「顔認証システム」に興味を持ったけれど
話を聞いてみたら、顔情報を保管・管理しておく必要があるらしい…
顔情報も個人情報に該当するみたいなので、できることなら預かりたくないなぁ…

無人チェックインシステムを導入しているけれど
どうやらカードキーを使いまわして予約外の人も客室に入っているようだ…
でも監視のためにスタッフ配置するのは人件費的に難しいなぁ…
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管理者の皆様、会社や施設でのこんなお悩みはありませんか?
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そのお悩み
解決できます!

なら
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お悩みケース1:物理キーの管理が煩雑
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誰がどの鍵を持っているのか管理が大変だし
鍵を持っている人が都度鍵の開け閉めをするのが手間だ…
誰かが鍵を紛失した場合はシリンダーごと交換しなくちゃならないから
その度にコストもかかるんだよなぁ…

Kaoninなら、鍵となるQRコード「顔QR」がスマホの中に!
スマホで運用することで、物理キーの管理から解放されます。
物理キーのような発行コストもかからないので、出入りする全員が鍵を持つことも可能です。
また、カード等に印刷しての運用もできるので、ご状況に合わせた使い分けもOK。
「顔QR」は本人専用の鍵となるため、紛失時にも流用される危険はなく
万が一の際にも鍵ごと交換の必要はありません。



Copyright © Mimasa industry Corporation. All Right Reserved.

お悩みケース2:会員証発行をオンラインで完結させたい
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入会はオンラインでできるようにしたのに
会員証発行・受取りのために施設まで来てもらうのは本末転倒だなぁ…
オンラインで全て完結すれば競合との差別化に繋がるのに…

Kaoninなら、スマホから専用サイトにアクセスするだけで
鍵となるQRコード「顔QR」の発行が簡単にできます。
既に導入している会員入会システムと連携させ、デジタル会員証での運用にすることで
入会手続きをオンラインで完結させることも可能です!
※既存システムとの連携についてはお問い合わせください
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お悩みケース3:不正利用を防ぎたい
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無人チェックインシステムを導入しているけれど
どうやらカードキーを使いまわして予約外の人も客室に入っているようだ…
でも監視のためにスタッフ配置するのは人件費的に難しいなぁ…

Kaoninなら、顔情報をQRコード化した「顔QR」が本人限定の鍵となるため
使いまわしての使用・なりすまし使用はできません。
カードキー発行の際に、「顔QR」を印刷したカードキーに変えれば
今の無人オペレーションを保ったまま、不正利用のできない仕組みへと
改良することも可能です。
※既存システムとの連携についてはお問い合わせください
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お悩みケース4:顔情報の保管・管理がネック
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この前見た業界紙に載っていた「顔認証システム」に興味を持ったけれど
話を聞いてみたら、顔情報を保管・管理しておく必要があるらしい…
顔情報も個人情報に該当するみたいなので、できることなら預かりたくないなぁ…

Kaoninなら、認証の際に必要となる顔情報はQRコード化して利用者本人が管理。
一般的な顔認証と異なり、サーバーやクラウドで顔情報を保管・管理する必要はありません。
情報漏えいのリスクを軽減できるのはもちろん、
サーバー構築・サーバー管理のためのコストもかかりません。


